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原
田
直
次
郎

《
騎
龍
観
音
》

《
素
尊
斬
蛇
》

に
お
け
る
同
時
代
の
ド
イ
ツ
美
術
と
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
影
響

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》

一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
美
術

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

藪

田

淳

子

は
じ
め
に

一
八
九

0
年
に
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
翌
年
護
国
寺
に
奉

納
さ
れ
た
原
田
直
次
郎
の
《
騎
龍
観
音
》
（
図
1
)
（
以
降
、
騎
龍
観
音
と
呼
ぶ
）

は
、
日
本
的
な
主
題
を
扱
い
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
学
ん
だ
原

田
の
西
洋
で
の
学
習
の
成
果
が
見
ら
れ
る
意
欲
的
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、

本
作
品
の
制
作
意
図
や
作
品
の
意
味
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
現
在
ま

で
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、

一
八
九
五
年
の
第
四
回
内
国
勧
業

博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
妙
技
三
等
賞
を
獲
得
し
た
《
素
尊
斬
蛇
》
（
図
2
)
（以

降
、
素
箋
嗚
図
と
呼
ぶ
）
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
た
め
写
真
と
下
絵
（
図

3
)
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
騎
龍
観
音
ほ
ど
は
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
両
作
品
が
と
も
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

両
者
に
は
龍
や
大
蛇
、
あ
る
い
は
水
辺
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
共
通
し
て
見
ら
れ
、

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
《
騎
龍
観
音
》
と
《
素
尊
斬
蛇
》
の
新
た
な
図
像
源
泉
の
可
能
性

を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
原
田
が
滞
在
し
た
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
寓
意
像

や
美
術
動
向
と
の
関
係
、
当
時
新
た
な
芸
術
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
ア

ル
ノ
ル
ト
・
ベ
ッ
ク
リ
ン
か
ら
の
影
響
や
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ

で
あ
る
竜
や
蛇
と
原
田
の
両
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
両
作
品
の
意
味
や
原
田
の
制
作
意
図
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
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原田直次郎《騎籠観音》 1890年、護国寺蔵図 1



原田 （素尊斬蛇〉1895年、焼失のため 「原
田先生記念帖』より引用

図2原田〈素箋嗚尊八岐大蛇退治画稿〉1895
年頃、岡山県立美術館

図3

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

騎
龍
観
音
と
素
箋
嗚
図
の
成
立
に
関
わ
る
主
な
先
行
研
究
を
概
観
し
た
い
。

ま
ず
芳
賀
徹
氏
は
、
森
鵬
外
と
原
田
の
交
流
か
ら
、
騎
龍
観
音
や
素
箋
嗚
図
の

制
作
の
動
機
を
分
析
し
て
い
る
。
鵬
外
や
原
田
の
師
で
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ォ

ン
・
マ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
原
田
が
学
び
得
た
美
術
理
論
や
知
識
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
ま
た
氏
は
、
鵬
外
の
言
説
な
ど
か
ら
、
原
田
の
騎
龍
観
音
の
龍
に
は
、
ベ
ッ

ク
リ
ン
作
品
に
代
表
さ
れ
る
世
紀
末
の
象
徴
主
義
絵
画
の
世
界
と
の
類
似
性
が

(
2
)
 

見
ら
れ
る
と
示
唆
し
た
。

素
箋
嗚
図
に
つ
い
て
は
、
三
輪
英
夫
氏
が
本
図
と
下
絵
の
詳
細
な
比
較
を

行
っ
て
い
る
。
三
輪
氏
は
、
掃
国
後
の
原
田
が
「
構
想
画
」
の
実
現
を
理
想
と
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し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
原
田
に
と
っ
て
の
構
想
画
と
は
、
『
絵
画
改
良
論
』

で
述
べ
た
「
歴
史
画
」
と
お
そ
ら
く
同
義
語
で
あ
り
、
「
神
学
高
名
ナ
ル
詩
文
等
」

(
3
)
 

に
基
づ
い
た
絵
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。

中
江
彬
氏
と
三
輪
英
夫
氏
は
騎
龍
観
音
と
素
箋
嗚
図
の
先
行
図
像
を
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。
ま
ず
素
箋
嗚
図
に
つ
い
て
は
、
竜
と
戦
う
聖
人
と
し
て
、
聖
ゲ

オ
ル
ギ
ウ
ス
が
言
及
さ
れ
る
。
ま
た
八
つ
の
頭
を
持
つ
竜
と
し
て
、
聖
書
の
ヨ

ハ
ネ
黙
示
録
の
獣
を
挙
げ
る
。
続
い
て
騎
龍
観
音
の
図
像
源
泉
と
し
て
は
テ
ィ

エ
ポ
ロ
の
《
無
原
罪
の
御
宿
り
》
に
言
及
す
る
。
ま
た
観
音
の
背
景
に
広
が
る

海
上
風
景
に
つ
い
て
、
ヤ
コ
ポ
・
デ
・
バ
ル
バ
リ
の
《
ガ
ラ
テ
ア
》
を
考
え
ら

れ
る
影
響
源
の
一
っ
と
し
て
示
し
、
イ
ル
カ
に
乗
る
ガ
ラ
テ
ア
が
平
穏
な
航
海

を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
東
洋
の
龍
王
と
の
意
味
上
の
連
関
が
あ
っ
た
と
推
察

(4
)
 

す
る
。



丹
尾
安
典
氏
は
、
騎
龍
観
音
と
い
う
図
像
の
源
流
は
「
仏
像
図
彙
』
の
「
三
十
三

観
音
」
の
う
ち
の
「
龍
頭
観
音
」
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
原
田
の
騎
龍
観
音
で

は
、
歴
史
画
に
お
い
て
仏
教
的
な
主
題
を
、
遠
近
法
や
解
剖
学
も
ふ
ま
え
た
西

(
5
)
 

洋
の
本
格
的
な
油
彩
技
法
で
表
す
こ
と
に
意
図
が
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。

若
桑
み
ど
り
氏
は
、
や
は
り
蛇
を
踏
む
西
洋
の
「
無
原
罪
の
聖
母
」
の
図
像

と
関
連
付
け
、
狩
野
芳
崖
の
《
悲
母
観
音
》
を
念
頭
に
置
い
た
観
音
に
は
昭
憲

皇
太
后
の
容
姿
を
重
ね
、
神
功
皇
后
の
よ
う
に
海
外
雄
飛
を
象
徴
す
る
日
本
国

(6) 

家
の
守
護
女
神
で
あ
る
と
し
た
。

日
本
の
伝
統
的
な
図
像
源
泉
と
し
て
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
宮
本
久
宣
氏
の

論
考
で
あ
る
。
氏
は
、
鶴
洲
麗
濡
の
「
普
門
品
三
十
三
身
図
屏
風
」
中
の
騎
龍

柳
観
音
図
を
図
像
源
泉
の
一
っ
と
し
て
示
す
が
、
そ
れ
が
騎
龍
観
音
が
奉
納
さ

れ
た
護
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
観
音
の
ポ
ー
ズ
と
龍
の
体
の
う
ね

り
方
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
影
響
源
と
し
て
も
っ
と
も
有
力
だ
と
考
え

(
7
)
 

ら
れ
る
。

蔵
屋
美
香
氏
は
、
具
体
的
で
な
い
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
バ
ロ
ッ
ク
、

ロ
コ

コ
教
会
の
聖
人
像
と
騎
龍
観
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
画
面
と
周
囲
の
環

境
を
一
体
的
に
考
え
る
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
パ
ノ
ラ
マ
表
現

(8) 

の
影
響
が
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。

新
関
公
子
氏
は
、
原
田
が
明
治
美
術
会
な
ど
洋
画
の
み
の
展
覧
会
に
は
風
景

や
肖
像
し
か
出
品
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
画
も
同
時
に
展
示
さ

れ
る
内
国
勧
業
博
覧
会
だ
け
に
歴
史
画
を
出
品
し
た
こ
と
か
ら
、
洋
画
家
の
使

命
感
に
よ
っ
て
、
狩
野
芳
崖
の
《
悲
母
観
音
》
や
橋
本
雅
邦
《
弁
天
》
の
よ
う

な
日
本
画
に
よ
る
大
画
面
の
歴
史
画
に
対
抗
し
て
、
洋
画
の
優
位
性
を
示
そ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

長
田
謙
一
氏
は
、
原
田
が
騎
龍
観
音
を
奉
納
し
た
護
国
寺
は
も
と
も
と
天
照

大
神
の
信
仰
が
篤
く
、
境
内
の
一
角
に
天
皇
家
陵
地
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
特

別
な
性
格
か
ら
、
原
田
が
騎
龍
観
音
に
ア
マ
テ
ラ
ス
や
帝
国
日
本
を
重
ね
合
わ

せ
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
氏
は
、
ド
イ
ツ
で
は
地
域
神
で
あ
る
ゲ
ル

マ
ニ
ア
や
バ
ヴ
ァ
リ
ア
が
ロ
ー
マ
神
話
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
と
重
ね
ら
れ
て
国
家
の

表
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
、
原
田
の
騎
龍
観
音
も
帝
国
日
本
と
し
て

(lO) 

の
意
味
を
有
し
た
と
し
た
。

金
子
幸
代
氏
は
、
騎
龍
観
音
が
《
毛
利
敬
親
公
の
肖
像
》
と
と
も
に
出
品
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
後
者
は
古
き
維
新
の
精
神
を
描
き
、
騎
龍
観
音
は
近
代
化
に

向
か
う
明
治
日
本
の
精
神
性
を
描
い
た
も
の
と
し
た
。

児
島
薫
氏
は
、
原
田
が
亜
細
亜
博
覧
会
の
理
念
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
あ
り
、
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騎
龍
観
音
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
観
客
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
的
背
景
に
お
け
る
連
帯
が
主
題
で

示
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
西
洋
の
油
彩
技
術
で
表
現
し
て
日
本
の
近
代
化
を
示

(12) 

す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
察
す
る
。

安
松
み
ゆ
き
氏
は
、
近
代
化
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
の
神
秘
性
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
時
代
、
原
田
の
師
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ッ
ク
ス
が
幻
視
や
心
霊
現
象
と
い

う
特
異
な
王
題
を
表
現
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
原
田
は
マ
ッ
ク

ス
の
宗
教
画
か
ら
明
暗
を
強
調
し
た
表
現
や
神
秘
性
を
学
び
、
騎
龍
観
音
の
制

作
に
も
そ
れ
が
反
映
し
た
と
推
察
す
る
。
原
田
は
マ
ッ
ク
ス
に
宛
て
た
手
紙
で

「
真
の

H
本
様
式
の
絵
画
作
品
」
を
目
指
す
と
記
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
騎
龍

(13) 

観
音
に
お
い
て
新
し
い
時
代
の
宗
教
画
を
試
み
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。



以
上
の
よ
う
に
さ
か
ん
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
騎
龍
観
音
は
、
も
う
一
点
の
歴

史
画
の
大
作
で
あ
っ
た
素
箋
嗚
図
と
関
連
し
て
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
ま
た
、
騎
龍
観
音
と
素
箋
嗚
図
に
適
用
さ
れ
た
原
田
の
「
構
想
画
」

の
考
え
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
原
田
や
鵬
外
の
言
説
を
も
と
に
し
か
検
討

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
美
術
の
動
向
の
影
響
と
い
う
観
点
か

ら
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

原
田
の
い
た
時
代
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
の
登
録
簿
に
あ
る
よ
う
に
、
原
田
は
一
八
八
四
年
に
古

代
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
た
。
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
新
し
い
絵
画
運
動

が
推
進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
覇
権
を
経

て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
機
運
が
高
ま
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
い
っ
た
多
民
族
国
家
の
瓦
解
や
衰
退
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ

ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
っ
た
国
々
が
独
立
や
自
治
を
獲
得
、
ま
た
は
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
も
一
八
七
一
年
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
こ
と
か

ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
「
ド
イ
ツ
的
」
な
芸
術
が
追
及
さ
れ
た
。

ま
た
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
今
ま
で
の
伝
統
と
は
異
な
る
、

フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ

ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
写
実
主
義
の
影
響
を
受
け
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
長
カ
ー
ル
・

フ
ォ
ン
・
ピ
ロ
テ
ィ
の
歴
史
画
が
、
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
。
ピ
ロ
テ
ィ
の

歴
史
画
で
は
、
厚
塗
り
の
画
面
や
効
果
的
な
光
と
影
の
描
写
、
描
写
対
象
の
質

感
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
世
紀
後
半
と
い
う
時
代
性
か
ら
、
人
物
の
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
な
一
面
が
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
身
ぶ
り
や
手
ぶ
り
で
人
物
の
内

面
を
表
す
な
ど
、
心
理
的
な
描
写
が
重
要
視
さ
れ
た
。

原
田
は
古
代
ク
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
絵
画
ク
ラ
ス
で
も
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ

(18) 

る
が
、
そ
の
時
期
の
教
授
は
ザ
ン
ド
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

ピ
ロ
テ
ィ
に
師
事
し
た
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
で
は
、
現
実
的
な
質
感
や
、
効

果
的
な
光
の
使
い
方
が
重
要
視
さ
れ
る
な
ど
、
ピ
ロ
テ
ィ
の
写
実
主
義
の
影
響

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
ピ
ロ
テ
ィ
の
よ
う
に
厭
世
主
義
的
な

(19) 

主
題
を
と
ら
ず
、
も
っ
ば
ら
愛
国
的
な
歴
史
画
を
描
い
た
。
国
際
都
市
で
あ
っ

た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
多
く
の
留
学
生
も
受
け
入
れ
て
お
り
、

彼
ら
の
多
く
は
帰
国
後
、
芸
術
に
関
わ
る
公
的
な
要
職
に
就
い
て
い
た
。
そ
の

際
、
自
国
の
独
立
運
動
の
よ
う
な
「
国
家
的
な
画
題
」
が
奨
励
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
も
、
自
国
を
主
題
に
し
た
作
品
を
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多
数
制
作
し
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
国
家
政
策
と
し
て
自
国
民
の
意
識
を

高
揚
さ
せ
る
よ
う
な
作
品
が
奨
励
さ
れ
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
国
立
美
術
館
の
公

募
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
英
雄
を
扱
っ
た
作
品
を
出
品
し
、
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら

(20) 

れ
て
い
る
（
図

4
)
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
原
田
は
、
ピ
ロ
テ
ィ
や
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
か
ら
、
新
し
い
時
代
の
写
実
的
な
歴
史
画
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
表
現
内
容
は
時
代
性
を
反
映
し
た
人
物
の
内
面
や
、

自
国
の
愛
国
心
を
描
く
も
の
が
あ
っ
た
が
、
原
田
は
《
騎
龍
観
音
》
と
《
素
尊

斬
蛇
》
で
、
そ
の
両
方
を
自
身
の
表
現
方
法
と
し
て
取
り
い
れ
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
八
八

0
年
代
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
保
守
性
が
批
判
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
従
来
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
主
流
で
あ
っ
た
理
想
的
古
典
主
義
は
終

焉
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
学
長
で
あ
っ
た
ピ
ロ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、

一
八
八
六
年
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図4

に
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
を
移
転
す
る
頃
に
は
、
初
級
者
や
上
級
者
ク
ラ
ス
と

い
っ
た
階
級
が
次
第
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

原
田
が
受
講
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
従
来
、
古
代
ま
た
は
絵
画
ク
ラ
ス
を

受
け
ね
ば
次
の
段
階
の
ク
ラ
ス
に
は
進
め
な
い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
革

に
よ
っ
て
横
断
的
な
ク
ラ
ス
の
受
講
が
可
能
に
な
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
二
(22) 

コ
ラ
オ
ス
・
ギ
ジ
ス
は
一
八
八
八
年
か
ら
自
然
ク
ラ
ス
の
担
当
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
六
九
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
国
際
美
術
展
で
、
写
実
主
義

(23) 

の
絵
画
が
評
判
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
原
田
と
ギ
ジ
ス

(24) 

の
交
流
に
つ
い
て
は
確
固
た
る
資
料
が
な
い
が
、
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
。
ま

こ
の
ク
ラ
ス
は
、

た
、
原
田
の
師
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
の
宗
教
画
は
、
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の

一
八
八
六
年
の
定
期
刊
行
誌
に
、
従
来
の
ア
ト
リ
エ
で
の
写
生
に
基
づ
か
な
い

自
由
な
表
現
で
あ
る
と
し
て
「
現
代
の
美
術
」
の
項
目
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

後
述
の
原
田
の
構
想
画
の
考
え
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
原
田
自
身
も
、
石
膏

デ
ッ
サ
ン
に
「
制
約
さ
れ
た
」
古
代
ク
ラ
ス
の
学
び
以
上
に
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ラ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
写
実
主
義
や
、
マ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
で
の
写
生

に
よ
ら
な
い
新
た
な
制
作
方
法
を
習
得
す
る
環
境
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

マ
ッ
ク
ス
や
ギ
ジ
ス
は
象
徴
主
義

(26) 

的
で
「
現
代
的
」
な
美
術
を
、
宗
教
画
や
神
話
画
で
実
践
し
て
い
る
。
原
田
は
マ
ッ

ク
ス
や
ギ
ジ
ス
ら
の
理
念
や
画
風
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
融
合
す
る
こ

と
で
「
日
本
的
」
で
「
新
し
い
」
宗
教
美
術
を
模
索
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

西
洋
の
美
術
理
論
の
影
響
を
受
け
た
鵬
外
は
自
身
の
著
作
で
、

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
潮
流
と
し
て
、
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マ
ッ
ク
ス
の

聖
母
像
と
原
田
の
騎
龍
観
音
を
比
較
し
て
、
宗
教
的
主
題
の
も
つ
そ
の
想
像
喚

（切）

起
力
を
「
小
天
地
主
義
（
思
想
）
」
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ベ
ッ
ク
リ
ン
を
最

新
の
美
術
の
傾
向
と
し
て
注
目
し
て
お
り
、
理
想
主
義
や
象
徴
主
義
に
お
け
る
、

(28) 

原
田
と
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
並
行
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
宗
教

画
や
神
話
画
の
登
場
と
い
っ
た
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
が
、
原

田
の
騎
龍
観
音
や
素
箋
嗚
図
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



騎
龍
観
音
と
素
箋
嗚

騎
龍
観
音
や
素
箋
嗚
図
は
、
画
家
の
制
作
以
前
の
一
八
八

0
年
代
の
日
本
に

お
い
て
、
決
し
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
画
題
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
挙

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
国
内
の
先
行
作
例
と
し
て
、
河
鍋
暁
斎
の
《
龍
頭
観
音
》

（図
5
)
と
月
岡
芳
年
の
《
素
箋
嗚
尊
》
（
図
6
)
を
追
加
し
た
い
。
中
江
氏
と

三
輪
氏
は
暁
斎
の
異
な
る
龍
頭
観
音
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
龍
頭
観
音
の
方

が
よ
り
近
く
、
宮
本
氏
の
挙
げ
る
鶴
州
の
騎
龍
柳
観
音
図
と
き
わ
め
て
近
い
。

(29) 

こ
の
作
品
は
コ
ン
ド
ル
旧
蔵
作
品
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
で
も
っ
と
も
有

名
な
画
家
で
あ
っ
た
暁
斎
の
作
品
を
帰
国
後
の
原
田
も
見
聞
す
る
こ
と
は
十
分

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
芳
年
の
錦
絵
は
比
較
的
広
く
出
回
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
波
間
か
ら
顔
を
垂
直
に
出
す
八
岐
大
蛇
に
剣
を
ふ
る
う
素
箋
嗚
の

一
八
八
九
年

姿
の
着
想
源
の
―
つ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
素
箋
嗚
は
、

の
鈴
木
松
年
の
代
表
作
《
神
武
天
皇
・
素
箋
嗚
図
屏
風
》
（
静
岡
県
立
美
術
館

(30) 

寄
託
）
と
似
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
松
年
の
作

品
で
は
八
岐
大
蛇
は
横
か
ら
襲
い
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
芳
年
作
品
の
方
が
原

田
作
品
に
よ
り
近
い
。
ま
た
、
芳
年
や
松
年
の
作
品
で
は
八
岐
大
蛇
は
龍
の
姿

を
と
っ
て
い
る
が
、
原
田
も
騎
龍
観
音
で
描
い
た
の
と
同
種
の
龍
を
描
い
て
い

る。
原
田
は
「
構
想
画
」
制
作
の
際
、
日
本
の
古
画
を
模
写
し
、
想
像
で
組
み
立

て
て
描
く
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
制
作
の
た
め
に

8

頃
か
ら
日
本
画
を
研
究
し
て
い
た
原
田
が
、
暁
斎
や
芳
年
と
い
う
同
時
代
の
影

響
力
の
あ
る
画
家
の
作
品
に
着
想
を
得
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

河鍋暁斎（龍頭観

音〉 1888年、ロ

ンドン、イスラエ
ル・ゴールドマン
コレクション

図5月岡芳年〈素箋嗚尊〉 1893年、島根県立古代出雲歴史博物館
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゜
、つ
さ
ら
に
、
騎
龍
観
音
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
原

田
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
図
像
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

一
八
八
六
年
の

ア
カ
デ
ミ
ー
の
刊
行
誌
で
は
、

ア
テ
ネ
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
）
像
が
、

ア
カ
デ
ミ
ー

の
精
神
そ
の
も
の
で
、
芸
術
の
保
護
者
で
あ
り
、
そ
の
崇
高
さ
を
も
っ
て
脅
威

(31) 

に
立
ち
向
か
う
存
在
と
し
て
称
え
ら
れ
て
い
る
。
長
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ア
カ
デ
ミ
ー
建
て
替
え
と
改
革
の
時
期
に
滞
在
し
た
原
田
に
と
っ
て
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
が
芸
術
の
守
護
神
と
し
て
印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
キ
リ
ス
ト
教
主
題
で
も
、
竜
や
蛇
は
多
く
描
か
れ
て
き
た
。
聖
母
信
仰

が
篤
い
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
の
首
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
町
の
中
心
の
マ
リ
エ
ン

広
場
に
そ
び
え
る
聖
母
像
を
は
じ
め
、
多
く
の
聖
母
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
行
研
究
で
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
蛇
を
足
で
踏
み
つ
け
る
無
原

罪
の
聖
母
像
は
、
主
要
な
フ
ラ
ウ
エ
ン
教
会
や
ア
ザ
ム
教
会
に
設
置
さ
れ
て
目

を
引
い
て
い
た
。
ま
た
バ
イ
エ
ル
ン
近
郊
の
バ
ロ
ッ
ク
教
会
で
は
竜
を
踏
む
聖

マ
ル
ガ
リ
タ
像
（
図
7
)
も
見
ら
れ
る
。
聖
マ
ル
ガ
リ
タ
は
、
飲
み
込
ま
れ
た

竜
か
ら
奇
跡
的
に
逃
れ
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
竜
を
踏
む
姿
で
表
現
さ
れ
る

が
、
竜
の
上
に
女
性
が
乗
る
姿
と
し
て
、
日
本
の
龍
頭
観
音
の
図
像
に
近
い
。

一
七
三
号
の
表
紙
に
、
女
性

ま
た
原
田
は
、

一
八
九
二
年
の
「
国
民
の
友
』

の
擬
人
像
（
図

8
)
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
擬
人
像
は
、

8
本
の
古
代
風
の
衣

装
を
ま
と
っ
て
書
物
を
持
ち
、
足
元
に
絵
筆
や
稲
穂
や
桜
、
日
本
を
中
心
と
し

た
地
球
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
学
芸
と
い
う
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る

が
、
安
定
し
た
姿
勢
で
地
球
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
原
田
が
見
た
無
原
罪

の
聖
母
像
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
田
に
と
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
の

K
{｝
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守
護
聖
人
で
あ
る
聖
母
を
は
じ
め
と
し
た
、
関
連
す
る
聖
人
像
が
騎
龍
観
音
の

発
想
源
に
な
っ
た
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

原
田
の
甥
の
原
田
熊
雄
は
、
騎
龍
観
音
に
つ
い
て
「
叔
父
の
考
え
で
は
、
名

画
を
能
く
欧
州
で
は
大
寺
院
に
収
め
る
の
で
寺
に
預
か
る
意
味
で
護
国
寺
に
持

も

32)

つ
て
行
っ
た
の
だ
」
と
追
憶
す
る
。
そ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
原
田
の
弟
子

で
あ
っ
た
三
宅
克
己
は
「
…
何
し
ろ
音
羽
の
護
国
寺
の
本
堂
だ
か
ら
、
中
は
光

線
が
薄
暗
く
て
、
抹
香
の
匂
ひ
が
漂
う
て
ゐ
る
。
そ
こ
へ
掛
け
る
と
、
聾
が
博

(33) 

覧
會
で
見
た
時
よ
り
も
厳
か
に
見
え
た
」
と
回
想
す
る
。
荒
屋
舗
透
氏
が
分
析

す
る
よ
う
に
、
原
田
は
欧
州
の
教
会
に
飾
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
大
画
面
の
芸
術

を
目
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
騎
龍
観
音
が
、
博
覧
会
出
品
の
翌
年
に
護
国
寺
に

奉
納
さ
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
本
作
に
教
会
の
聖
母
や
聖
女
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
不
自
然

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
本
作
は
日
本
の
伝
統
的
な
仏
画
の
図
像
を
、
西
洋

の
教
会
で
親
し
ま
れ
て
い
る
聖
母
の
祭
壇
画
の
よ
う
な
大
画
面
に
昇
華
し
よ
う

と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

素
箋
嗚
図
は
騎
龍
観
音
に
続
く
歴
史
画
の
大
作
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
制
作
の

動
機
は
騎
龍
観
音
ほ
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

一
八
九
五
年
の
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
が
、
中
江
氏
と
三
輪
氏
は
、
素
箋
嗚
を
描
く

理
由
と
し
て
、
日
清
戦
争
の
勝
利
と
皇
国
史
観
の
強
ま
り
が
あ
っ
た
と
推
測
す

(31) 
る
。
西
洋
の
先
行
図
像
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
中
江
氏
と
三
輪
氏
に

よ
っ
て
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
像
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
よ
り

具
体
的
に
、
当
時
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
フ
ラ
ウ
エ
ン
教
会
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
、

(35) 

や
彫
像
を
挙
げ
た
い
。
素
箋
嗚

多
数
の
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
の
祭
壇
画
（
図

9
)

図
の
背
後
に
は
、
素
箋
嗚
が
救
っ
た
櫛
名
田
比
売
が
描
か
れ
る
が
、
聖
ゲ
オ
ル

ギ
ウ
ス
の
主
題
に
お
い
て
も
背
後
に
救
わ
れ
た
王
女
が
見
ら
れ
、
生
贄
に
な
っ

た
女
性
と
い
う
物
語
の
内
容
や
、
構
図
に
お
い
て
も
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
聖

母
と
騎
龍
観
音
に
つ
い
て
の
事
例
と
同
様
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
教
会
で
数
多
く
見

ら
れ
た
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
の
姿
が
、
国
を
守
護
す
る
存
在
と
し
て
素
箋
嗚
図
に

翻
案
さ
れ
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
先
行
研
究
で
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
複
数
の
頭
を
持
つ
怪
物

ヒ
ュ
ド
ラ
を
根
棒
で
打
ち
負
か
す
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ス
も
、
素
箋
嗚
図
の
着
想
源

の
―
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
美
徳
や
権
力
を

表
す
像
と
し
て
頻
繁
に
表
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
原
田
の
い
た
バ
イ
エ
ル
ン
で

は
王
が
「
ド
イ
ツ
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
と
さ
れ
、
王
権
の
象
徴
と
な
っ
て
き
た
。

初
代
バ
イ
エ
ル
ン
王
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
四
世
代
前
に
あ
た
る
、
バ
イ
エ

ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
ニ
世
エ
マ
ヌ
エ
ル
の
肖
像
画
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の

ウルリヒ・ロート《聖ゲオルギウス》

1630年、ミュンヘン、フラウエン教会

図9
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(36) 

銅
版
画
に
は
、
根
棒
で
退
治
さ
れ
る
ヒ
ュ
ド
ラ
が
見
ら
れ
る
。
当
時
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
レ
ジ
デ
ン
ツ
に
は
《
ヒ
ュ
ド
ラ
と
戦
う
ヘ
ラ
ク
レ
ス
》
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

（図

10)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
長
年
そ
の
存
在
が
忘

一
八
九
四
年
に
再
発
見
さ
れ
て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

(37) 

な
る
た
め
、
原
田
が
実
際
に
目
に
し
た
可
能
性
は
低
い
が
、
こ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

の
も
と
に
な
っ
た
コ
ル
ネ
リ
ス
・
コ
ー
ト
の
銅
版
画
に
は
、
原
田
の
作
品
と
類

れ
ら
れ
て
お
り
、

・ら
為ヽ

〈ヒュドラと戦うヘラクレス（左半分）〉 1560年頃、ミュンヘン、バ

ィエルン学士院

(38) 

似
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
原
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
ヘ
ラ
ク

レ
ス
像
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
近
郊
の
都

市
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
有
名
な
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
泉
（
図

11)

治
の
象
徴
と
し
て
ヒ
ュ
ド
ラ
を
倒
す
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

で
も
、
権
力
や
統

ヒ
ュ
ド

ラ
と
戦
う
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
は
国
家
や
美
徳
の
象
徴
と

た
の
で
あ
る
。

い
う
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
や
バ
ヴ
ァ
リ
ア
像
と
対
応
す
る
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

ド
イ
ツ
の
叙
事
詩
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
も
、

レ
ス
の
よ
う
な
英
雄
像
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
竜
退
治

ヘ
ラ
ク

の
場
面
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
カ

(40) 

ウ
ル
バ
ッ
ハ
が
一
八
四
三
年
に
挿
絵
と
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
ミ
ュ

落ゞ

鵬r11tiw・璽ニ瓢冒尋、胃 l
アードリアーン・デ・フリース《ヘラクレス

の泉》 1596-1602年、アウクスブルク

-73-
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ン
ヘ
ン
の
王
の
居
城
で
あ
っ
た
レ
ジ
デ
ン
ツ
の
フ
レ
ス
コ
画
と
し
て
、
先
代
の

学
長
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
も
構
想
し
て
い
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
や
国
民
に
よ
っ
て
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー

ト
は
「
ゲ
ル
マ
ン
的
な
ド
イ
ツ
の
英
雄
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
原

田
は
、
素
箋
嗚
を
構
想
す
る
際
に
こ
の
よ
う
な
英
雄
像
を
参
考
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
国
の
守
護
神
に
ふ
さ
わ
し
い
英
雄

的
な
姿
の
模
範
だ
と
思
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

一
貫
し
て
愛
国
的
気
風
が
漂
っ
て
い
た
。
ノ
イ

ェ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
は
バ
イ
エ
ル
ン
王
が
現
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
す

当
時
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、

る
場
と
な
っ
て
い
て
、
王
国
の
君
主
の
家
系
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家

一
族
の
墓
所
で
あ
っ
た
フ
ラ
ウ
エ
ン
教
会
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
守
護
聖
人
で

あ
る
聖
母
や
、
同
地
で
も
人
気
の
あ
る
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
像
の
祭
壇
や
彫
像
が

印
象
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
西
洋
で
学
ん
だ
原
田
は
、
そ
の
よ
う

な
主
題
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
観
音
や
素
箋
嗚
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ

、。

、
つ
力こ
の
よ
う
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
の
寓
意
像
が
受
容
さ
れ

た
が
、
原
田
は
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
、
こ
う
い
っ
た
寓
意
像
や
擬
人
像
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
原
田
の
作
風
と
類
似
点
が
見
ら
れ
、
教
え
を
受
け
た
可

能
性
が
あ
る
、
上
述
の
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
ギ
ジ
ス
は
、
ピ
ロ
テ
ィ
に
師
事
し
た

一
八
八
二
年
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
ギ
ジ
ス
の
作

の
ち
、

品
の
主
題
は
神
話
や
宗
教
、
歴
史
、
寓
意
を
扱
い
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
と

く
に
風
俗
画
と
寓
意
画
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
ピ
ロ
テ
ィ
の
写
実
主
義

の
作
風
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
ハ
ン
ス
・
マ
カ
ル
ト
ら
新
し
い
時
代
の
画
家

(42) 

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
マ
カ
ル
ト
の
作
品
と
共
通
す
る
、
プ
ッ
ト
ー

と
蝶
々
を
配
し
た
芸
術
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
描
写
は
ベ
ッ

詩
な
ど
を
表
し
た
多
く
の
寓
意
画
を
、

ク
リ
ン
や
ハ
ン
ス
・
ト
ー
マ
に
も
見
ら
れ
る
。
他
に
も
ギ
ジ
ス
は
芸
術
や
音
楽
、

ア
カ
デ
ミ
ー
や
市
庁
舎
な
ど
公
の
施
設

の
壁
画
や
雑
誌
の
挿
絵
と
し
て
制
作
し
た
。

一
八
九
五
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
政
府

か
ら
注
文
を
受
け
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
産
業
博
物
館
の
天
井
画
《
バ
ヴ
ァ
リ
ア

礼
賛
》
（
図
12)
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ギ
ジ
ス
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ゲ
ル
ラ
ハ
に

よ
る
一
八
八
二
年
発
行
の

「
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
エ
ン
ブ
レ
ム
」
を
所
有
し
て
お
り
、

(44
)
 

こ
の
書
か
ら
寓
意
画
の
た
め
の
着
想
を
得
て
い
た
。
原
田
は

「国
民
の
友
」

五
十
八
号
と
六
十
九
号
挿
絵

に
、
楽
器
や
筆
記
具
を
手
に

す
る
プ
ッ
ト
ー
を
描
い
て
い

る
が
（
図

1
3
.
1
4
)
、
こ
れ

は
ゲ
ル
ラ
ハ
の
エ
ン
プ
レ
ム

書
の
プ
ッ
ト
ー
と
描
写
が
類

似
し
て
い
る
（
図
15.16)
。

ま
た
同
書
で
は
戦
争
と
平
和

の
寓
意
画
と
と
も
に
、
「
勝

利
」
の
女
性
擬
人
像
と
対
に

な
る
よ
う
に
「
戦
い
」
の
擬

人
像
（
図
17)
が
表
さ
れ
て

お
り
、
龍
と
戦
う
男
性
像
が
、

国
家
の
表
象
と
し
て
着
目
さ

ニコラウス・ギジス〈バヴァリア礼賛〉 1895-99年（ニュ

ルンベルクの本画は焼失）アテネ、国立美術館

-74-
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図14 原田「国民之友」第69号表紙、 1890年、個人蔵（部 図13 原田「国民之友』第58号附録、

分図） 1889年、島根県立石見美術館

図17 ゲルラハ（編）同書、第1巻、

1882年、 No.103(部分図）

図15 マルティン・ゲルラハ（編）「アレ

ゴリーとエンブレム』第2巻、

1882年、 No.161 (部分図）

図16 ゲルラハ（編）同書、第2春、 No.65(部分図）
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れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
注
文
を
受
け
る
見
込
み
が
あ
っ
た
寓
意
画
や
擬
人
像
の

制
作
方
法
に
つ
い
て
、
原
田
が
ギ
ジ
ス
の
講
義
で
知
り
得
た
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
。
ま
た
原
田
が
ゲ
ル
ラ
ハ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
書
を
目
に
す
る
機
会
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
ッ
ク
ス
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
で
あ
っ
た
時
期
の
弟
子
ゲ
オ
ル
ク
・
ヤ
コ

ビ
デ
ス
も
ギ
リ
シ
ア
出
身
で
あ
っ
た
。
ヤ
コ
ビ
デ
ス
の
作
品
と
し
て
は
風
俗
画

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
神
話
画
や
寓
意
画
、
歴
史
画
も
制
作
し
て

お
り
、
ギ
ジ
ス
と
同
じ
く
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
、
当
時
注

文
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
、
寓
意
画
制
作
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
言
え

(45) 

る
だ
ろ
う
。

マ
ッ
ク
ス
の
弟
子
で
あ
っ
た
ヤ
コ
ビ
デ
ス
の
制
作
す
る
様
子
を
、

原
田
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
測
で
き
る
。

四

ベ
ッ
ク
リ
ン
の
影
響

騎
龍
観
音
と
同
様
、
素
箋
嗚
図
は
水
辺
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
古
事
記
で

素
箋
嗚
は
海
を
治
め
る
神
と
さ
れ
る
が
、
原
田
の
両
作
品
に
お
い
て
は
、
水
辺

と
龍
ま
た
は
蛇
と
い
う
対
象
が
、
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き

る
。
ま
た
、
原
田
の
描
い
た
龍
は
、
た
だ
西
洋
の
竜
を
参
考
に
し
た
と
い
う
だ

け
で
は
理
解
が
困
難
な
、
あ
る
種
の
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
や
官
能
性
を
も
感
じ
さ
せ

る。
芳
賀
徹
氏
は
、
原
田
の
龍
に
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ
ス
》
(46) 

の
よ
う
な
象
徴
主
義
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（図
18)

さ
ら
に
、
当
時
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
で
は
、
こ
の
作
品
以
外
に

も
神
話
主
題
で
新
し
い
タ
イ

プ
の
竜
や
怪
物
の
像
が
見
ら

れ
た
。

ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ

イ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
《
タ
イ
タ

ン
の
墜
落
》
（
図

19)
で
も

画
面
左
下
に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と

ヒ
ュ
ド
ラ
が
描
か
れ
て
お
り

（図
20)
、
聖
人
の
竜
と
は
異

な
る
「
写
実
的
」
な
特
徴
を

(47) 

持
つ
。
ま
た
前
述
の
ヘ
ラ
ク

レ
ス
の
主
題
は
、
後
に
フ
ラ

ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ウ
ッ

ク
《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
ヒ
ュ
ド

アルノルト・ペックリン《トリトンとネレイス〉 1874年、ミュ

ンヘン、シャック・コレクション

-76-

図18

アンゼルム・フォイアーバッ

ハ《タイタンの墜落》 1874

年、フライブルク、アウグ

スティノ会修道院博物館

図19



(48) 

ラ
》
（
図
21)
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
話
主
題
に
お
け
る
竜

原
田
の
い
た
時
代
、

や
蛇
、
怪
物
像
は
、
従
来
の
伝
統
と
は
異
な
る
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ッ
ク
リ
ン
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
行
の
新
聞
「
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・

ツ
ァ
イ
ト
ウ
ン
ク
』

で
は
、
新
し
い
時
代
の
画
家
と
し
て
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
の
評

価
が
高
ま
っ
て
い
た
。
同
紙
で
は
一
八
八

0
年
代
に
た
び
た
び
ベ
ッ
ク
リ
ン
の

批
評
が
掲
載
さ
れ
、
詩
を
絵
画
化
で
き
る
卓
越
し
た
画
家
と
し
て
称
賛
さ
れ
て

い
る
。

一
八
八
三
年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ペ
ヒ
ト
に
よ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
美

術
展
覧
会
の
批
評
で
は
、

• ...,.. 一9 、川 ~j・ベ澪齋閤賽 ‘ 

フォイアーバッハ《タイタンの墜落》（部分図）

ド
イ
ツ
の
画
家
に
は
国
家

を
描
く
際
の
イ
デ
ー
が
欠

如
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ

る
が
、
信
頼
す
る
に
足
る

ギ
リ
シ
ア
の
描
写
と
し
て

フ
ォ
イ
ア
ー
バ
ッ
ハ
と

ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作
品
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ロ
テ
ィ

の
ネ
ロ
帝
を
描
い
た
古
代

ロ
ー
マ
の
歴
史
画
も
、

オ

ラ
ン
ダ
風
で
ル
ー
ベ
ン
ス

図20

的
描
写
で
あ
る
と
し
て
、

そ
の
写
実
性
が
評
価
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
ア
ル
ゲ
マ

イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ウ
ン
ク
の
批
評
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
が
古

代
を
新
し
い
表
現
に
よ
り
描
い
た
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
批

評
の
中
で
も
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ト
リ
ト
ン
や
海
の
精
ナ
イ
ア
ス
を
従
来
と
は

全
く
異
な
る
表
現
で
描
い
た
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
の
《
波
の
戯
れ
》
(
-
八
八
三
年
、

ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
）
が
、

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
作
品
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
ギ
ジ
ス
や
ヤ
コ
ビ
デ
ス
な
ど
、
古
代
神
話
主
題
を
多
く
制
作
し
た

ギ
リ
シ
ア
人
の
画
家
達
か
ら
、
古
代
を
新
し
い
方
法
で
描
い
た
ベ
ッ
ク
リ
ン
に

つ
い
て
、
原
田
が
見
聞
き
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

フランツ・フォン・シュトウック《ヘラクレスとヒュドラ》

1915年、ミュンヘン、シュトウック美術館
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ま
た
後
述
す
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
ベ
ッ
ク
リ

一
八
六
六
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
行

ン
作
品
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

の
新
聞
『
バ
イ
エ
リ
ッ
シ
ェ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
ク
』

で
は
、
開
館
し
た
ば
か
り

の
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
著
名
な
作

(50) 

品
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ピ
ロ
テ
ィ
門
下
で

あ
り
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
と
同
じ
く
新
し
い
時
代
の
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た

マ
カ
ル
ト
の
作
品
に
つ
い
て
、
色
彩
、
装
飾
性
が
人
目
を
引
く
と
し
て
特
筆
さ

れ
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
話
題
の
現
代
美
術
家
の
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作
品
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
や
、
そ
の
評
判

の
高
ま
り
か
ら
も
、
原
田
が
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作
品
を
目
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。

ま
た
ベ
ッ
ク
リ
ン
は
マ
ッ
ク
ス
と
と
も
に
、
現
代
を
代
表
す
る
画
家
と
称
さ

れ
て
い
た
。

一
八
七
八
年
の

で
は
ド

『
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
ク
」

イ
ツ
の
現
代
美
術
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
オ
ー
バ
ー
ベ
ッ
ク
や
フ
ォ
イ
ア
ー

バ
ッ
ハ
、
ピ
ロ
テ
ィ
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
が
代
表
的
な
現

マ
カ
ル
ト
、

(51) 

代
の
画
家
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
。
と
く
に
三
人
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
画
家

マ
ッ
ク
ス
、

と
し
て
マ
カ
ル
ト
、
マ
ッ
ク
ス
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
が
挙
げ
ら
れ
、
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
あ
る
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ
ス
》
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

あ
る
有
名
な
作
品
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
ま
た
マ
ッ
ク
ス
の
《
子
殺
し
の
女
》

（
一
八
七
七
年
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
館
）
が
、
主
観
的
な
情
趣
に
満
ち
て
い
て
、

主
題
は
見
る
者
の
理
解
を
超
え
て
い
る
が
、
描
写
対
象
の
本
質
を
考
え
さ
せ
る

よ
う
な
写
実
的
描
写
が
す
ば
ら
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
表
現
の
新
し
さ
ゆ
え
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

オ
ッ
ト
ー
・
ク
ニ
レ
の
一
八
八
七
年
の
美
術
批
評
書
『
あ
る
画
家
の
芸
術
に

の
一
節
で
は
、
神
秘
的
な
情
趣
を
も
つ
作
風
の
画
家
と

(52) 

し
て
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
マ
ッ
ク
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
画
家
の
作
品
は
、
芸

つ
い
て
の
沈
思
黙
考
」

術
作
品
を
視
覚
的
に
受
け
止
め
た
後
、
そ
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
詩
文
学
な
ど
の

意
味
を
読
み
取
る
傾
向
が
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
「
思
考
型
」
の
国
民
性
に
合
致
し

て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
論
説
か
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
も
写
実
主
義
や
象
徴
主
義
的
な
表
現

を
取
り
入
れ
た
新
し
い
芸
術
家
が
台
頭
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で

も
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
マ
ッ
ク
ス
は
、
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
、
そ
の
表
現
方
法
や

情
趣
は
、
特
筆
に
値
す
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
聞
記
事

や
美
術
書
の
評
価
に
つ
い
て
、
原
田
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
友
や
鵬
外
か
ら
知
っ

て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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ペ
ヒ
ト
が
一
八
八
三
年
に
論
じ
た
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
の
画
家
に
求

め
ら
れ
る
「
イ
デ
ー
」
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ッ
ク
リ

前
述
の
、

ン
は
、

の
ち
の
象
徴
主
義
の
先
駆
け
と
し
て
、

マ
ッ
ク
ス
や
フ
ォ
イ
ア
ー
バ
ッ

‘ヽ
9
/
 

ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
マ
レ
ー
ス
ら
と
と
も
に
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て

い
た
。
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
一
八
五
九
年
の
作
品
《
葦
の
中
の
パ
ン
》
は
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
国
際
美
術
展
で
バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
が
初
め
て
買
い
付
け

ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
現
代
の

(53) 

重
要
な
芸
術
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ミ
ュ
ン

た
作
品
で
、

ヘ
ン
で
有
名
な
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ッ

ク
伯
爵
は
、
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ
ス
》
を
は
じ
め
と
し
た
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作

品
を
一
四
点
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
六
五
年
か
ら
前

述
の
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
カ
タ
ロ
グ
も
出
版
さ
れ



(54) 

て
い
た
。
ま
た
一
八
八
八
年
の
美
術
批
評
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ペ
ヒ
ト
の
「
一
九

(55) 

世
紀
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
美
術
の
歴
史
」
で
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ

イ
ス
》
が
挿
絵
に
な
り
、
本
作
品
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
フ
ォ
イ

ア
ー
バ
ッ
ハ
の
《
タ
イ
タ
ン
の
墜
落
》
も
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
で
展
示
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
や
フ
ォ
イ
ア
ー
バ
ッ

ハ
ら
の
新
し
い
美
術
が
国
王
や
コ
レ
ク
タ
ー
に
評
価
さ
れ
買
い
付
け
ら
れ
、
公

の
場
に
展
示
さ
れ
る
過
程
を
原
田
は
目
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
ド
イ
ツ
の
美
術
界
で
は
、
従
来
の
理
想
的
古
典
主
義
が
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
く
な
り
、
写
実
主
義
な
ど
の
新
し
い
表
現
方
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
安
松
み
ゆ
き
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
が
弱

ま
る
中
、
原
田
の
師
マ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
新
し
い
表
現
に
よ
る
宗
教
美
術
が
試

(56) 

み
ら
れ
、
の
ち
の
象
徴
主
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な
道
徳
観
念
や
人
間
の

本
能
が
主
題
と
な
っ
た
。
ま
た
美
術
史
家
グ
ス
タ
フ
・
フ
レ
ー
ケ
は
、

一
九
ニ
―
年
の
『
ア
ル
ノ
ル
ト
・
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
そ
の
芸
術
』

で
、
古
代
の
美

術
の
模
倣
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
研
究
に
基
づ
い
た
対
象
を
描
く
べ
き
で

あ
る
こ
と
や
、
そ
の
制
作
方
法
に
よ
っ
て
神
話
な
ど
の
空
想
上
の
世
界
も
現
実

(57) 

性
を
も
っ
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。

フ
レ
ー
ケ
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
一
八
八
一
年
か
ら
知
己
と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ッ

ク
リ
ン
の
才
能
を
見
出
し
た
美
術
史
家
で
あ
る
。
彼
は
一
八
七
六
年
の
ベ
ル
リ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
五
十
周
年
記
念
展
で
出
版
さ
れ
た
雑
誌
の
「
現
代
の
美
術
」

の
項
目
で
ベ
ッ
ク
リ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
の
後
の
ベ
ッ
ク
リ
ン
評
価
に
影

(58) 

フ
レ
ー
ケ
は
、
前
述
の
著
書
で
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

響
を
与
え
た
。

…
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
絵
は
、
ま
さ
に
自
然
に
強
力
に
密
着
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
盲
目
的
に
個
々
の
事
物
を
ま
ね
る
か
ら
で
は
な
く
、
心
の
目
で
享
受

す
る
も
の
の
総
体
を
再
び
組
み
立
て
る
か
ら
で
あ
る
。

…
技
量
を
誇
示
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
は
行
わ
ず
、
も
は
や

そ
れ
か
ら
脱
却
し
て
い
る
。
彼
は
現
象
世
界
を
楽
し
む
が
、
そ
れ
を
生
き

て
い
る
よ
う
に
表
す
の
は
彼
の
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
芸
術

は
自
然
物
で
は
な
く
、
伝
達
さ
れ
た
表
象
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
、
目
の
前
の
も
の
を
写
し
取
り
、
本

物
の
よ
う
に
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
目
で
見
て
き
た
も
の
を
再
び

組
み
立
て
て
、
そ
れ
に
よ
り
知
覚
で
き
る
も
の
の
み
を
通
し
て
、
意
図
し
て
い

-79-

た
表
象
を
伝
達
し
て
い
る
、
と
分
析
す
る
。
こ
れ
は
原
田
の
「
構
想
画
」
に
つ

い
て
の
言
説
を
想
起
さ
せ
る
。
以
下
は
、
原
田
の
旧
友
、
長
原
孝
太
郎
の
、
騎

(59) 

龍
観
音
制
作
中
の
証
言
で
あ
る
。

何
で
も
心
に
浮
ん
だ
事
を
直
ち
に
手
に
応
じ
て
描
き
出
す
こ
と
の
出
来
る

や
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
面
白
く
な
い
と
云
は
れ
た
。
こ
れ
は
原
田
君
の
持

論
で
、
楊
柳
観
音
な
ど
の
や
う
な
、
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
画
を
か
く
の
に
、

下
描
き
と
云
ふ
も
の
は
何
も
な
い
。
モ
デ
ル
は
使
っ
て
居
な
い
。
全
く
想

像
で
描
い
て
居
ら
れ
た
。

原
田
は
、
素
箋
嗚
図
の
制
作
に
つ
い
て
も
「
元
よ
り
〔
「
ス
サ
ノ
オ
像
」
の
た

め
に
〕

一
点
の
写
生
も
不
致
全
く
想
像
ニ
テ
コ
ジ
ッ
ケ
タ
ル
物
二
て
…
」
と
述



(60) 

べ
て
お
り
、
原
田
自
身
が
、
心
の
中
で
構
想
し
た
像
を
、
組
み
立
て
て
描
こ
う

と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
フ
レ
ー
ケ
に
よ
る
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
蛇
や
竜

(61) 

の
絵
の
制
作
に
際
し
て
の
証
言
を
引
用
す
る
。

…
長
ら
く
彼
〔
ベ
ッ
ク
リ
ン
〕
は
モ
デ
ル
や
下
絵
な
し
に
絵
を
描
い
て
い

る
、
と
い
う
の
も
彼
は
、
画
家
は
自
然
に
制
約
さ
れ
て
お
り
、
副
次
的
な

も
の
や
偶
然
の
も
の
を
区
別
し
避
け
る
能
力
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
…
彼
は
、
視
覚
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ご
く
個
人
的
な
イ

メ
ー
ジ
の
す
べ
て
を
、
き
わ
め
て
小
さ
い
も
の
に
至
る
ま
で
、
大
変
思
い

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
、
享
受
し
て
き
た
。
「
そ
の
際
、
表
さ
れ

た
の
は
、
蛇
や
リ
ス
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
」
と
ベ
ッ
ク
リ
ン
は
言

う
。
…
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
大
変
な
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
は
、
途
方
も
な
い
〔
む

ろ
ん
無
意
識
で
制
御
で
き
な
い
〕
幻
想
の
現
実
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ベ
ッ
ク
リ
ン
は
空
想
に
よ
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
た
め
に
、
今
ま
で
に
な
い

リ
ア
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
対
象
を
表
し
た
。
実
際
に
、
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
神
話

の
制
作
に
際
し
て
は
、
動
物
学
事
典
の
挿
絵
を
も
と
に
ア
ザ
ラ
シ
や
メ
カ
ジ
キ

(62) 

な
ど
の
写
生
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
原
田
の
制
作
方
法
を
想
起
さ
せ
る
。
次

(63) 

も
上
述
の
長
原
の
証
言
で
あ
る
。

或
時
見
に
行
く
と
、
画
を
描
く
机
の
上
に
軍
鶏
の
足
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
を
見
て
龍
の
爪
を
想
像
す
る
ん
だ
と
〔
原
田
が
〕
云
っ
て
話
さ
れ
た
。

プ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
原
田
直
次
郎
画
帖
」
に
は
、
そ
の
一

頁
に
龍
の
頭
の
下
絵
と
か
さ
な
っ
て
蛇
や
犬
の
頭
部
の
写
生
が
三
つ
四
つ
ほ
ど

試
み
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
田
は
空
想
上
の
生
物
を
、
蛇
や
犬
な
ど
の
徹

底
的
な
写
生
を
行
い
、
そ
れ
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
き
出
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
彼
は
『
絵
画
改
良
論
』

の
中
で
も
、
た
ん
に
実
物
を
写
生
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
形
や
性
質
を
学
ぶ
こ
と
、
つ
ま
り
「
実
物
二
付
テ
研
究
ス

ル
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
、
モ
デ
ル
の
制

約
な
し
に
知
覚
上
訴
え
た
い
も
の
を
伝
え
る
た
め
に
、
普
段
の
形
態
の
研
究
か

ら
再
構
築
し
て
対
象
を
描
く
と
い
う
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
に
つ
い
て
の
証
言
と
共
通

す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
蛇
や
竜
の
絵
が
、
当
時
の
批
評
家
や
観
衆
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
フ
レ
ー
ケ
は
以
下
の
批
評
で
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
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一
八
七
四
年
制
作
の
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ
ス
（
海
の
田
園
詩
）
》
以
降
の
作

(66) 

品
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

…
「
海
の
田
園
詩
（
海
蛇
）
」
で
始
ま
る
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
後
期
の
作
品
で
は
、

す
べ
て
の
歴
史
画
と
の
意
図
的
な
対
照
関
係
が
見
ら
れ
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の

感
受
性
に
よ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
み
ず
か
ら
の
目
と
脳
で
世
界
を
見
る

人
間
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
絵
画
の
教
え
の
浄
化
が
実
践
的
に
行
わ
れ

．．． 

こ°t
 
…
少
な
く
と
も
「
海
の
田
園
詩
」
か
ら
、
空
想
し
た
も
の
を
動
か
す
よ
う

な
、
ま
っ
た
＜
絵
画
的
な
も
の
の
見
方
の
み
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
、
容

易
に
納
得
で
き
る
。



海
に
棲
む
神
話
の
神
々
を
主
題
と
し
た
作
品
群
に
お
い
て
、
個
人
の
空
想
に
よ

る
神
の
像
や
海
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
れ
ま
で
の
絵
画
に
な
い
現
実
的
な
描
写

で
表
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
原
田
の
《
騎
龍
観
音
》
の
解
釈
に
つ

(67) 

い
て
は
、
森
鵬
外
の
批
評
が
あ
る
。

…
端
厳
の
相
も
こ
れ
〔
騎
龍
観
音
〕
を
画
き
て
肌
膚
骨
肉
其
真
に
迫
ら
む

と
す
る
と
き
は
、
俗
士
の
こ
れ
に
対
し
て
妄
念
を
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ

〔
し
〕
…
此
面
は
古
来
写
し
来
り
し
も
の
と
少
し
く
異
な
る
に
似
た
り
。

何
故
に
其
こ
れ
と
殊
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
思
を
費
さ
ず
し
て
知
得
ベ

し
。
蓋
し
古
来
の
観
音
画
は
唯
品
類
の
美
を
得
て
、
未
だ
個
人
の
美
を
得

ざ
り
し
も
の
な
れ
ば
、
千
篇
一
律
襲
踏
模
擬
せ
し
に
過
ぎ
ず
。
今
特
に
観

音
の
臨
風
降
世
の
相
を
画
か
む
と
企
て
し
は
何
等
の
大
胆
ぞ
や
。
其
面
貌

の
果
し
て
応
に
此
の
如
く
な
る
べ
き
や
否
や
は
、
わ
が
知
る
所
な
ら
ね
ど
、

其
新
な
る
処
の
み
に
て
進
歩
の
述
は
見
る
べ
か
ら
む
。

以
上
は
外
山
正
一
の
《
騎
龍
観
音
》
批
判
に
対
す
る
鵡
外
の
論
駁
だ
が
、
伝
統

の
美
と
は
異
な
る
個
人
の
美
を
表
し
た
も
の
と
し
て
観
音
像
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
観
音
の
姿
の
現
実
性
が
強
い
た
め
に
、
鑑
賞
者
に
「
妄
念
」
を
生
じ
さ
せ

た
、
と
い
う
記
述
も
注
目
さ
れ
る
。
鵬
外
が
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
美
術
理
論
に
ど
の

程
度
触
れ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
そ
の
現
実
性
と

新
し
さ
が
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
騎
龍

観
音
の
龍
に
つ
い
て
鵬
外
は
「
騎
れ
る
所
の
龍
は
其
腹
潤
白
に
て
堅
実
な
ら
ず
」

(68) 

と
評
し
て
い
る
。
芳
賀
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
そ
の
龍
の
腹
の
純
白
で
あ
る

(69) 

と
こ
ろ
こ
そ
、
不
気
味
な
官
能
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
」
の
で
あ
る
。
外
山
に

は
不
遜
と
取
ら
れ
た
こ
の
観
音
の
表
現
で
あ
っ
た
が
、
鵬
外
は
、
当
時
の
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
美
術
界
に
立
ち
込
め
る
象
徴
主
義
の
先
触
れ
の
空
気
を
、
こ
の
原
田

の
作
品
に
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
騎
龍
観
音
に
お
い
て
、

何
よ
り
も
挑
発
的
で
あ
っ
た
の
は
龍
の
表
現
で
あ
っ
た
。
原
田
の
制
作
時
の
証

言
や
画
帖
か
ら
も
、
「
構
想
画
」
実
現
の
た
め
に
、
軍
鶏
や
犬
、
蛇
を
「
再
構
成
」

し
て
龍
の
姿
を
描
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

素
箋
嗚
図
の
、
現
存
す
る
袖
彩
下
絵
（
図
3
)
に
は
、
画
面
を
突
き
破
っ
て

顔
を
突
き
出
す
犬
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
的
な
遊

び
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
新
関
公
子
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
を
向
く

(70) 

大
蛇
の
頭
部
に
応
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
前
述
の
『
画
帖
』
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に
も
、
犬
の
横
顔
と
龍
と
が
並
べ
て
描
か
れ
て
い
る
。
身
近
な
小
動
物
か
ら
想

像
の
怪
物
を
構
想
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
方
法
の
実
践
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

原
田
が
騎
龍
観
音
で
も
素
箋
嗚
図
で
も
舞
台
と
し
た
水
辺
の
風
景
や
竜
や
蛇

の
モ
チ
ー
フ
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
作
品
の
典
型
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
神
々
や
海

蛇
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
八
七

0
年
以
降
の
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
代
表
作
と
な
っ
て
い

た
。
前
に
見
た
よ
う
な
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
と
原
田
関
連
の
言
説
の
共
通
点
や
、
当

時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
海
蛇
の
絵
の
影
響
力
の
高
さ
か
ら
、
原

田
が
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
影
響
が

あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
が
繰
り
返
し
描
い
た
蛇
や
海
上
風
景
は
何
を
意
味
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
、

ヨ
ハ
ン
・
ヨ
ア



ヒ
ム
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
説
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
も
の
と
は
異
な
る
、
新

た
な
道
徳
観
念
が
受
容
さ
れ
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
ら
の
美
術
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
が
『
悲
劇
の
誕

生
」
で
提
起
し
た
、
「
ア
ポ
ロ
ン
的
」
な
も
の
に
対
す
る
「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
」

(71) 

な
も
の
へ
の
着
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
は

一
九

0
0年
の
論
考
で
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
作
品
は
、
古
代
の
神
話
に
お
け
る
デ
ィ

(72) 

オ
ニ
ソ
ス
的
な
も
の
を
表
し
て
い
る
と
し
た
。
と
く
に
《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ

ス
》
の
蛇
は
、
前
述
の
フ
レ
ー
ケ
が
分
析
し
た
よ
う
に
、
混
沌
や
無
秩
序
、
人

(73) 

間
の
本
能
や
生
命
力
が
表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

《
ト
リ
ト
ン
と
ネ
レ
イ
ス
》
の
蛇
の
身
体
に
は
、
東
洋
の
絨
毯
の
よ
う
な
紋

様
が
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
空
想
上
の
生
物
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

が
、
そ
の
詳
細
な
描
写
か
ら
、
同
時
に
幻
想
の
現
実
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の

よ
う
な
蛇
ま
た
は
怪
物
は
、
前
述
の
フ
ォ
イ
ア
ー
バ
ッ
ハ
や
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク
の

作
品
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
フ
ォ
イ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
《
タ

イ
タ
ン
の
墜
落
》
は
、
そ
の
主
題
自
体
が
世
界
の
混
沌
を
、
左
下
に
描
か
れ
る

冥
府
の
番
犬
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
冥
界
や
地
獄
を
表
し
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
の

《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
ヒ
ュ
ド
ラ
》
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
が
ヘ

ラ
ク
レ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
敵
対
的
な
勢
力
が
ヒ
ュ
ド
ラ
を
表
す
と
解
釈
さ
れ

(74) 

る
が
、
そ
こ
に
は
普
仏
戦
争
の
経
験
か
ら
制
作
さ
れ
た
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
《
ケ
ン

タ
ウ
ロ
ス
の
戦
い
》
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
の
作
品
は

原
田
の
素
箋
嗚
図
よ
り
も
後
の
制
作
で
あ
る
が
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
が
表
し
た
蛇
の

モ
チ
ー
フ
が
、
後
の
時
代
の
画
家
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る。

こ
う
し
た
蛇
や
怪
物
の
モ
チ
ー
フ
は
、
理
想
的
古
典
主
義
と
は
対
照
的
な
、

新
し
い
美
を
表
す
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
転
換
期
に
あ

た
り
、
原
田
が
こ
の
よ
う
な
時
代
性
と
新
し
い
絵
画
表
現
に
触
れ
て
い
た
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
原
田
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
美
術
史
家
の
マ
ッ
ク
ス
・

シ
ャ
ス
ラ
ー
の
一
八
七
二
年
の
書
『
美
学
批
評
史
』
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ

(75) 

を
鵬
外
に
譲
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
原
田
は
こ
う
し
た
書
物
に

よ
っ
て
西
洋
の
新
た
な
美
術
動
向
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ャ
ス
ラ
ー
の
同
書
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
各
国
の
美
学
史
に
つ
い
て

詳
述
さ
れ
て
お
り
、
現
代
は
理
想
（
イ
デ
ア
）
を
も
っ
た
写
実
主
義
が
現
れ
、

(76) 

宗
教
や
国
ご
と
の
時
代
精
神
や
哲
学
を
表
す
と
説
か
れ
て
い
る
。

哲
学
者
で
あ
り
美
術
批
評
家
で
も
あ
っ
た
シ
ャ
ス
ラ
ー
は
、
当
時
美
術
批
評
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一
八
七

0
年
代
以
降
ド
イ
ツ
の

の
雑
誌
の
編
集
者
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、

美
術
批
評
家
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
た
と
え
ば
ピ
ロ
テ
ィ
の
新
し

い
歴
史
画
制
作
に
お
い
て
、
シ
ャ
ス
ラ
ー
の
論
文
「
ド
イ
ツ
の
歴
史
画
の
た
め

(77) 

に
何
を
す
べ
き
で
な
い
か
」
(
-
八
六
二
年
）
が
重
要
で
あ
る
。
同
書
で
シ
ャ
ス

ラ
ー
は
、
歴
史
画
は
神
秘
的
な
対
象
を
描
き
な
が
ら
も
、
人
物
が
生
き
生
き
と

し
た
姿
で
表
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
歴
史
の
背
景
に
隠
さ
れ
た
劇
的
緊
張
を
表
す

必
要
が
あ
る
と
論
じ
た
。
実
際
に
ピ
ロ
テ
ィ
は
歴
史
画
で
、
劇
的
で
普
遍
妥
当

な
瞬
間
を
描
こ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
と
同
時
に
一
九
世
紀
後
半
の
時
代
性
が
反

映
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の

(78) 

航
海
を
描
い
た
歴
史
画
で
は
、
ガ
リ
レ
オ
の
弱
い
一
面
が
表
さ
れ
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
に
原
田
は
シ
ャ
ス
ラ
ー
の
「
美
学
批
評
史
」
を
所
有
し
て
い
た
が
、

ピ
ロ
テ
ィ
の
例
か
ら
、
シ
ャ
ス
ラ
ー
は
す
で
に
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
よ
く
知
ら
れ



た
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ピ
ロ
テ
ィ
や
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
よ
う
な
新
し

い
歴
史
画
を
志
す
際
に
、
原
田
が
こ
の
よ
う
な
批
評
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ス
ラ
ー
は
『
美
学
批
評
史
」
で
、
当
時
ド
イ
ツ
で
流
行
し

た
写
実
主
義
が
単
な
る
現
実
の
描
写
で
な
く
、
あ
る
理
想
を
も
つ
べ
き
も
の
で

あ
る
と
提
言
し
た
が
、
こ
れ
は
新
聞
や
雑
誌
の
ベ
ッ
ク
リ
ン
や
マ
ッ
ク
ス
の
評

価
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
書
が
原
田
に
も
影
響
し
た
と
推
測
で
き
る
。

芳
賀
氏
が
引
用
す
る
よ
う
に
、
鵬
外
は
一
八
九
八
年
に
世
紀
末
美
術
に
つ
い

て
論
じ
て
お
り
、
印
象
派
に
代
わ
り
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
ら
「
一
種
の
抒
情
的
な
興

(79) 

を
寓
し
た
変
体
が
際
立
っ
て
重
ん
ぜ
ら
れ
始
め
た
」
と
語
る
。
ま
た
鵬
外
は
、

象
徴
主
義
に
お
け
る
原
田
と
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
並
行
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

新
派
は
写
生
を
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
即
藝
術
だ
と
す
る
。
原
田
の
考
で

は
、
そ
れ
は
ま
だ
藝
術
で
は
な
い
。
只
だ
藝
術
を
築
き
上
げ
る
石
に
過
ぎ

な
い
。
原
田
は
そ
れ
よ
り
一
層
高
い
も
の
を
要
求
し
よ
う
と
し
て
ゐ
た
の

だ
。
こ
れ
は
勿
論
頗
る
危
険
な
事
な
の
だ
。

B
o
e
c
k
l
i
n
の
画
の
評
価
が

二
十
年
ば
か
り
の
間
に
、
ど
ん
な
乱
高
下
を
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
回
想

し
て
見
た
ら
、
そ
れ
が
分
か
る
だ
ら
う
。

こ
の
一
節
か
ら
、
鴎
外
は
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
が
、
単
な
る
写
生
だ
け
で
は
表
す
こ

と
の
で
き
な
い
、
理
想
的
な
姿
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
、
と
と
ら
え
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ベ
ッ
ク
リ
ン
は
新
し
い
表
現
方
法
を
用
い
た
画
家
と
し

て
ベ
ル
リ
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
先
進
性
ゆ
え
に
評

価
は
す
ぐ
に
は
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
意
義
深
い
試
み
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
。

鵬
外
は
原
田
の
騎
龍
観
音
を
擁
護
す
る
際
に
、
師
マ
ッ
ク
ス
の
例
を
引
い
て
、

絵
画
に
お
い
て
宗
教
人
の
信
仰
心
（
「
宗
教
的
」
実
感
）
と
藝
術
家
の
想
像
力
（
「
審

美
的
仮
感
」
）
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
ず
、
宗
教
的
主
題
が
画
家
に
想
像
喚
起
力
、

(81) 

つ
ま
り
「
小
天
地
主
義
（
思
想
）
」
を
も
た
ら
す
の
だ
と
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
観

音
や
素
箋
嗚
と
い
う
信
仰
の
た
め
の
主
題
が
、
芸
術
家
に
創
造
力
を
喚
起
し
、

審
美
的
に
研
究
さ
れ
た
対
象
を
表
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際

何
よ
り
も
画
家
に
「
小
天
地
主
義
」
を
も
た
ら
す
の
は
、
龍
や
蛇
と
い
う
モ
チ
ー

フ
で
あ
っ
た
。

結
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原
田
は
騎
龍
観
音
や
素
箋
嗚
図
の
制
作
に
お
い
て
、
河
鍋
暁
斎
や
月
岡
芳
年

の
よ
う
な
同
時
代
の
日
本
の
画
家
の
先
行
作
例
を
参
照
す
る
一
方
、
従
来
西
洋

の
図
像
と
の
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
騎
龍
観
音
だ
け
で
は
な
く
、
素
箋

嗚
図
も
、
竜
と
戦
う
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
や
、
ヒ
ュ
ド
ラ
を
退
治
す
る
「
ゲ
ル
マ

ン
的
な
ド
イ
ツ
の
英
雄
」
ヘ
ラ
ク
レ
ス
な
ど
を
着
想
源
と
し
て
お
り
、
日
本
固

有
の
寓
意
的
英
雄
像
を
構
想
し
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
原
田

が
目
指
し
た
「
構
想
画
」
が
、
「
神
学
高
名
ナ
ル
詩
文
等
」
に
基
づ
い
た
絵
画

で
あ
る
と
い
う
画
家
自
身
の
言
説
と
も
矛
盾
し
な
い
。

ま
た
原
田
が
雑
誌
の
挿
絵
と
し
て
描
い
た
擬
人
像
や
寓
意
画
に
つ
い
て
、
ア

カ
デ
ミ
ー
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ギ
ジ
ス
や
マ
ッ
ク
ス
の
弟
子
ヤ
コ
ビ
デ
ス
と

い
っ
た
、
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
達
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
は
高
い
。
と



く
に
ギ
ジ
ス
が
参
考
に
し
て
い
た
エ
ン
ブ
レ
ム
書
の
挿
絵
と
、
原
田
の
雑
誌
の

寓
意
画
に
は
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
も
あ
っ

た
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
主
題
を
新
し
く
表
し
た
画
家
と
し
て
、
当
時
最
も
知
ら

れ
て
い
た
の
は
ベ
ッ
ク
リ
ン
で
あ
っ
た
。

騎
龍
観
音
に
も
素
箋
嗚
像
に
も
大
蛇
の
よ
う
な
龍
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は

鵬
外
も
評
価
し
た
ベ
ッ
ク
リ
ン
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
絵
画
界
で
ベ
ッ
ク
リ
ン
は
、
新
し
い
ド
イ
ツ
美
術
を
代
表
す
る
画
家
と
し

て
最
も
影
響
力
の
あ
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
海
上
風
景
や
蛇
の
モ
チ
ー

フ
は
、
無
秩
序
や
人
間
が
本
来
持
つ
本
能
や
生
命
力
を
表
す
、
画
家
の
想
像
力

を
か
き
た
て
る
対
象
と
考
え
ら
れ
た
。
原
田
が
騎
龍
観
音
や
素
箋
嗚
と
い
う
、

龍
の
登
場
す
る
主
題
を
選
ん
だ
要
因
の
―
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

、。
っヽカこ
の
原
田
の
両
大
作
は
、
師
の
マ
ッ
ク
ス
や
ベ
ッ
ク
リ
ン
が
新
た
な
宗
教
画

や
神
話
画
で
意
図
し
た
よ
う
に
、
美
術
が
表
現
し
う
る
生
命
力
を
表
し
な
が
ら

も
、
「
写
実
的
な
」
描
写
に
よ
る
近
代
社
会
の
新
し
い
宗
教
画
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
教
会
や
宮
殿
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な

仏
画
や
神
話
画
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註(
l
)
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